
「博物館」を意味する英語Museumの語源であり、喜びを表すmuse（ギリシャ語）と通信や手紙を意味するLetter（英語）からMuseLetterと名付けました。
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アカゲラ
　身近に見られるキツツキの仲間
で、頭の後ろ側が赤いのがオス、黒い
のがメスです。主なエサは果実や腐っ
た木の中にいる昆虫の幼虫。エサが
いそうな木を見つけ出し、木を激しく
つつき崩してエサを掘り出します。写
真のシラカンバの幹には、木材を腐
らせるツリガネタケというキノコが付
いているので（写真右側）、エサを取
るにはピッタリの木です。 
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■地下鉄南北線「澄川駅」北出口から徒歩約10分
■地下鉄南北線「南平岸駅」東出口から徒歩約14分

さっぽろ市
02-Ｄ05-19-1363
31-2-974

札幌市博物館活動センター

SMAC活動リポート

ふだん公開していない
収蔵物を紹介します。
さぁ、標本の世界を冒険だ！

File No.8
ミュージアムでトーク？

ミューズ・レターは、植物油インキおよび、環境省が定める「グリーン購入法」の適合紙を使用しています。

当センターで行われる、市民の
自主的活動や、学校との連携など、
さまざまな活動を紹介します。

札幌市博物館活動センター information
入館料：無料
開館日：火曜～土曜　開館時間：10時～17時
休館日：日曜・月曜、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）

ホームページアクセス
二次元コード
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「チャート・石灰岩互層」
（三畳紀～ジュラ紀？）

博物館活動センターでは2019年から新しいイベン
ト「ミュージアムトーク」を始めました。きっかけは、
講師を務める当センターや他の博物館の学芸員、大
学の研究員と、来館される皆さんとの距離をもっと身
近にしたいという思いから。すでに参加された方もい
らっしゃるでしょうか？

ミュージアムトークは、「講義」というよりは、まるで
カフェで楽しむ「会話」の延長線上で、普段なかなか
聞けない科学のお話や研究の裏話などを気軽に楽し
んでもらえればと考えています(残念ながら、飲み物
は出していません)。

2020年もいろいろなテーマで子どもも大人もわく
わくする場を提供できるよう、企画を進めています。
みんな参加してくれるかな？

写真：昨年11月は「クジラ」がテーマ
（講師：群馬県立自然史博物館 木村学芸員）

文・写真／学芸員　古沢　仁
チャートは赤が明るく、石灰岩は
少し白っぽくなります。

チャート

石灰岩

チャート

石灰岩

石灰岩はサンゴなどの
石灰質の殻をもつ生物、
チャートは放散虫などガラ
ス質の殻をもつ生物の遺
骸によって形成されます。

センターに収蔵されている「チャート・石灰岩」はそれぞれが交
互に積み重なる（互層）標本で、今からおよそ2億年前に、札幌から
遠く離れた太平洋の海底で造られました。石灰岩は水深約
4,500mより深い海では形成されにくくなることから、この岩石
は、ちょうど水深4,500m付近で形成されたことが分かります。

太平洋プレートによって運ばれ、サッポロカイギュウや小金湯
のクジラが泳ぐ海（石狩トラフ）の東側の陸地（現在の新冠町付
近）の一部を形成しました。

ご そ う

SMAC610　


